
全難連会報

昭
和
五
ト
ー
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
（
毎
週
三
回
月
曜
・
水
曜
・
金
曜
発
行
）

昭
和
六
士
二
年
九
月
ト
四
‐
発
行
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全
難
連
第
一
四
回
総
会
開
く

　

岩
下
新
体
制
が
発
足

　

去
る
五
月
一
‐
、
東
京
都
新
宿
区
の
「
戸
山

サ
ン
ラ
イ
ズ
」
（
全
国
身
体
障
害
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
）
に
於
て
、
全
難
連
第
一
四
回
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
全
加
盟
団
体
の
代

表
二
〇
名
が
参
加
し
、
左
記
の
議
案
に
つ
い
て

審
議
い
た
し
ま
し
た
。

一
、
昭
和
六
二
年
度
活
動
経
過
報
告

二
、
昭
和
六
二
年
度
決
算
報
告

三
、
会
計
監
査
報
告

四
、
佐
藤
全
長
辞
任
の
経
過

五
、
昭
和
六
三
年
度
活
動
方
針
案

六
、
昭
和
六
三
年
度
予
算
案

ヒ
、
昭
和
六
三
年
皮
役
員
人
事

　

ま
ず
、
武
田
治
子
会
長
代
行
が
総
会
の
開
会

を
宣
言
し
、
小
人
症
連
絡
会
の
生
沢
友
一
氏
が

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
。
絞
い
て
寺
山
ゑ

み
副
会
長
が
議
長
に
生
沢
氏
を
推
薦
し
、
参
加

者
一
同
こ
れ
を
承
認
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
昨
年
度
の
活
動
に
関
し
て
担
当
者

よ
り
報
告
か
お
り
二
」
二
号
議
案
）
、
異
議
な

く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
四
号
議
案
に
つ
い
て
全
腎
協
の
小
関

修
氏
が
経
緯
を
説
明
、
佐
藤
エ
ミ
子
氏
の
会
長

辞
任
が
正
式
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
五
号
議
案
と
六
号
議
案
に
つ
い
て
の
提

案
が
あ
り
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
本
年
度
役
員
の
選
出
に
入
り
、
議
長
提

案
を
満
場
一
致
で
可
決
。
左
記
の
通
り
決
ま
り

ま
し
た
。

仝

　

長

　
　

岩
ド

　

宏

　
　
　
　
　
　
　

（
べ
Ｉ
チ
ェ
ッ
ト
病
友
の
会
）

副
会
長

　
　

武
田
治
子

　
　
　
　
　
　
　

（
全
国
筋
無
力
症
友
の
会
）

　

″

　
　

生
沢
友
一
（
小
人
症
友
の
会
）

会
計
監
査

　

寺
山
ゑ
み
（
全
国
膠
原
病
友
の
会
）

　
　

″

　

小
関

　

修

　
　
　
　
　
　
　

（
全
国
賢
臓
病
心
者
辿
絡
仝
）

　

議
案
の
採
択
終
了
後
、
岩
下
令
長
・
生
沢
副

令
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
武

田
副
令
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
て
総
会
は
終
了

し
ま
し
た
。

　

な
お
将
来
、
倍
旧
の
団
体
が
結
集
で
き
る
よ

う
、
民
主
的
な
運
営
を
標
榜
し
て
い
く
こ
と
が

加
盟
団
体
一
同
に
よ
り
確
認
さ
れ
、
更
な
る
前

進
を
め
ざ
し
て
歩
き
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ｌ－-



報会連難全

　

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　

全
難
連
会
長

　

岩
下

　

宏

　

皆
様
、
今
日
は
、
と
い
う
か
お
久
し
振
り
で

す
と
申
し
上
げ
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

も
う
七
、
八
年
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
。

国
際
障
害
者
年
の
昭
和
五
五
、
六
年
頃
、
私
は

全
難
連
の
代
表
委
員
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
会

合
に
出
た
り
、
厚
生
省
に
行
っ
た
り
し
て
、
大

変
忙
し
い
思
い
を
し
た
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
私
も
本
職
の
方
が
忙
し
く
な
り
ま

し
て
、
暫
く
身
を
引
い
て
い
た
訳
で
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
今
回
。
諸
般
の
情
勢
の
中
で
開
か

れ
た
臨
時
運
営
委
員
会
で
会
長
就
任
の
話
が
出
、

そ
れ
以
来
、
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
な
が
ら
今
日

の
総
会
を
迎
え
ま
し
た
。

　

私
の
名
前
が
出
た
と
い
う
こ
と
は
。
全
難
連

の
在
り
方
と
い
う
か
、
活
動
そ
の
も
の
が
見
直

さ
れ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し

ょ
う
か
、
不
安
を
取
り
除
く
と
い
う
意
味
合
い

も
あ
っ
て
、
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
本
来
。
一
度
退
い
た
人
間
で

す
の
で
、
あ
ま
り
自
分
が
長
く
や
る
と
い
う
こ

と
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ

ま
で
通
り
、
武
川
さ
ん
や
寺
山
さ
ん
に
も
残
っ

て
い
た
だ
け
て
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
と
い
う

こ
と
で
す
の
で
、
全
難
連
の
活
動
が
順
調
に
な

っ
て
。
会
長
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
が
来
た
ら

交
替
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
取
り
あ
え
ず
お
引

き
受
け
し
た
訳
で
す
。

　

今
回
の
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
変
化
が
起
き

る
の
で
は
な
い
か
と
、
不
安
に
思
っ
て
い
る
方

も
居
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
方
は
率
直
に
ご
意
見
を
言
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

急
激
に
新
し
い
方
向
で
、
新
し
い
思
想
で
と

い
う
こ
と
は
、
私
も
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
実

の
と
こ
ろ
、
正
式
に
指
名
さ
れ
て
か
ら
考
え
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
具
体
的
に
、
皆
さ
ん
に
あ

あ
し
て
ほ
し
い
、
こ
う
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
や
り
方
と
し
て
。
大
事
な
こ
と

は
、
何
ご
と
も
協
議
し
あ
っ
て
、
皆
で
運
営
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が

基
本
で
し
て
、
つ
い
自
分
の
会
の
こ
と
が
忙
し

く
て
他
人
任
せ
に
し
た
り
。
全
賠
連
に
何
か
を

や
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
姿
勢
が
強
く
な
っ

て
い
き
ま
す
と
、
あ
る
一
部
の
人
の
刈
断
で
進

ん
で
い
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
良

く
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
皆
が
参
加

し
て
、
背
で
作
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
方
向
に

努
力
し
て
い
く
こ
と
が
、
や
は
り
大
事
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
方
の
積
極
的
な
ご
隔
力
が
な
け
れ
ば
、

仝
の
運
営
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

加
盟
し
て
い
た
団
体
で
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由

で
去
っ
て
行
っ
た
団
体
も
あ
り
ま
す
が
。
今
後

加
盟
団
体
を
増
や
し
て
、
名
実
具
に
全
国
難
病

団
体
連
絡
協
議
会
と
い
う
名
‥
に
ふ
さ
わ
し
い
仝

に
発
展
さ
せ
て
い
く
お
于
伝
い
が
で
き
れ
ば
、

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
に
と
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

－２－
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昭和63年度特定疾患調査研究班及び班長一覧
」一

ノゝ

一
一

一
年
皮
調
査
研
究
班
決
ま
る

本
年
度
の
厚
生
省
特
定
疾
患
調
査
研
究
班
は
、

一
、
二
班
名
が
変
わ
っ
た
も
の
の
、
昨
年
と
同

じ
四
三
班
と
決
ま
り
ま
し
た
（
左
表
）
。
調
査
研

究
費
も
、
こ
の
数
年
、
横
這
い
の
状
態
で
す
。

　

難
病
に
対
す
る
積
極
的
な
取
組
み
を
国
に
働

き
か
け
る
と
共
に
、
各
班
の
研
究
成
果
を
大
い

に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

一一　１

調　査　研究班 班　　長 所　　　　　　属 職名

運動失調症 ｀ﾄﾞ山恵造 千葉大学医学部神経内科 教授

　２一一
　３

ウィリス動喉輪閉塞症 米川泰弘 田ヽ‘･l循環器病センター 部長

賢治性水頭症 菊池昭彦 京都大学医学部脳神経外科 教授

４ 免疫性神経疾患 四谷　裕 区泣療支所宇多野病院 院長

５ 神経変性疾患 高年　徴 東京大学医学部附属脳研究施設 教授

６ 遅発性ウイルス感染 山内一一也 東京大学|剔牡ご研究所

７ 存桂靭帯骨化症 ,IM川高秀 東京大学医学部整形外科

８ 特発性大腿骨頭壊死症 小野啓郎 大政大学医学部整形外科

９ 網膜脈絡膜萎縮症 桧片端夫 [j本大学医学部附属駿河台病院

10 急性高度難聴 神埼　仁 慶応義塾大学医学部耳鼻咽喉科

Ｈ 前庭機能異常 北原正章 滋拍矢科大学耳鼻咽喉科

12 間脳下垂体機能障害 清水直容 帝京大学医学部第三内科

13 神経性食思不振症 筒井末春 東邦大学医学都心療内科

14 副腎ホルモン産生異常症 猿田享男 慶応義塾大学医学部内科

15 ホルモン受容機構異常 長瀧.覗信 長崎大学医学部第一内科

16 特発性造血障害 野村武夫 日本医科大学第三内科

17 血液凝固異常症 松田　保 金沢大学医学部第三内科

18 進行住腎障害 束條静夫 筑波学園病院 院長

19 特発性心筋症 安田寿一 北海道大学医学部循環Ｓ内科 教授

20 原発性高脂血症 山本　章 国立循環器病センター 部長

21 びまん性肺疾患 田村昌士 岩手医科大学医学部第三内科 教授

22 難治性炎症性腸管障害 井上幹夫 福岡大学医学部健康管理科

23 難治性の肝炎 岡　　博 東京大学医学部第一内科

24 門脈血行異常症 亀田治男 東京慈恵会医科大学第一内科

25 肝内結石症 小滞和恵 京都大学医学部第二外科

26 難治性騨疾患 斉藤洋一 神戸大学医学部第一外科

27 原発性アミロイドーシス 朝長正徳 東京大学医学部附属脳研究施設

28 ベーチェット病 水島　裕 聖マリアンナ医科大学第一内科

29 自己免疫疾患 狩野庄吾 自治医科大学膠原病学

30 系統的脈管障害 三島好雄 東京医科歯科大学医学部第二外科

31 強皮症 森　俊二 岐阜大学医学部皮膚科

32 免疫不全症候群 松本脩三 北海道大学医学部小児科

33 免疫異常の発症機序 多田富雄 東京大学医学部免疫学教室

34 酵素障害 橘　正道 千葉大学医学部生化学第二教室

35 呼吸不全 吉良枝郎 順天堂大学医学部呼吸器内科

36 混合性結合組織病 横張龍一 国立病院医療センター 医長

37 難病の疾患モデル 吉田孝人 浜松医科大学医学部徴生物学 教授

38 難病の宿主要因 笹月健彦 九州大学生体防御医学研究所

39 難病の疫学 柳川　洋 自治医科大学公衆衛生学

40 難病のヶア・システム 宇尾野公義 国立静岡病院 院長

41 神経皮膚症候群 石橋康正 東京大学医学部皮膚科 教授

42 稀少難治性疾患 今村貞夫 京都大学医学部皮膚科

43 スモン 安藤一也 国立療養所中部病院 院長

－３－
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六
三
年
度
統
一
要
望

調
査
研
究
費
の
増
額
等
を
厚
生
省
に
要
望

　

去
る
七
月
二
一
目
～
後
一
時
牛
よ
り
、
厚
生

省
第
三
共
川
会
議
室
で
、
本
年
度
統
一
要
望
に

関
す
る
対
厚
生
竹
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
岩
下

宏
会
長
の
下
、
新
体
制
が
発
足
し
て
最
初
の
話

合
い
で
、
加
盟
各
団
体
か
ら
十
数
名
が
出
席
、

厚
生
省
側
か
ら
も
、
疾
病
対
策
課
の
松
本
課
長

補
佐
ほ
か
、
次
の
関
係
各
課
の
係
官
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

保
健
医
簾
局
疾
病
対
策
課
、
国
政
病
院
課
。

　
　

国
立
療
養
所
課
。
老
人
保
健
課

　

社
会
局
厚
生
課

　

大
臣
宣
居
老
人
福
祉
部
企
画
課

　

ま
ず
。
岩
下
新
介
長
が
会
長
就
任
の
挨
拶
の

あ
と
、
先
に
全
難
連
側
か
ら
提
出
し
て
い
た
本

年
皮
の
各
要
望
事
項
に
つ
い
て
。
厚
生
竹
側
担

当
係
官
が
回
答
し
、
そ
れ
を
受
け
て
質
疑
応
答

す
る
と
い
う
形
で
交
渉
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
鰍
連
と
し
て
の
統
一
要
望
事
項
、
及
び
そ

れ
に
対
す
る
川
答
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
通
り
で

す
。

1
1
1
1

　

係
疾
患
団
体
の
代
表
を
も
加
え
る
こ
と
）

　

ｊ
「
難
病
の
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
調
査
研
究
班
」

　

で
、
神
経
難
病
患
者
の
処
遇
体
系
を
集
中
的

　

に
研
究
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
長
期
療
養
施
設
の
問
題

　

を
考
え
て
ゆ
き
た
く
、
実
現
に
は
哲
く
時
間

　

が
か
か
る
が
、
前
向
き
に
努
力
し
た
い
。

四
、
国
立
病
院
・
療
養
所
内
に
神
経
難
病
を
中

　

心
と
す
る
難
病
病
床
を
設
置
し
、
医
師
、
看

　

護
婦
の
増
員
を
は
か
る
等
、
十
分
な
介
護
体

　

制
が
と
れ
る
よ
う
。
特
別
措
置
を
講
ず
る
こ

　

Ｉ
目
下
、
国
立
病
院
・
療
養
所
に
専
門
病

　

床
を
設
け
て
、
神
経
難
病
患
者
を
受
け
入
れ

　

ら
れ
る
よ
う
。
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
看
護
体
制
の
強
化
に
も
取
り
組
ん
で
お

　

り
、
予
算
化
を
要
求
し
て
ゆ
く
。
入
院
希
望

　

の
患
者
は
極
力
受
け
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

五
、
忠
者
が
近
く
の
病
院
で
入
院
治
簾
が
受
け

　

ら
れ
る
よ
う
に
、
全
国
主
要
病
院
に
専
門
医

　

を
配
置
す
る
こ
と
。

　

－
そ
の
方
向
で
努
力
す
る
。

六
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ
る
身
障
者
手
帳

　

の
交
付
範
川
の
拡
大
。

－４－

一
、
原
因
の
究
明
と
根
本
的
な
治
療
法
の
早
期

　

確
立
を
め
ざ
し
た
、
特
定
疾
患
調
査
研
究
費

　

の
大
幅
増
額
。

　

－
特
定
疾
患
対
策
費
の
う
ち
、
治
療
研
究

　

費
（
い
わ
ゆ
る
公
費
負
担
分
）
は
昨
年
度
よ
り

　

九
億
六
千
万
円
増
で
、
前
向
き
に
取
り
組
ん

　

で
い
る
こ
と
を
評
価
し
て
ほ
し
い
。
調
査
研

　

究
幽
は
二
二
億
八
八
〇
〇
万
円
と
、
残
念
な

　

が
ら
こ
こ
数
年
横
ば
い
だ
が
、
来
年
皮
は
増

　

額
を
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
す
る
。

二
、
医
療
費
公
費
負
担
対
象
疾
患
の
拡
大
（
シ

　

ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
、
混
合
性
結
合
組
織
病

　

Ｍ
Ｃ
Ｔ
Ｄ
）
。

現
在
、
専
門
医
ら
で
構
成
す
る
特
定
疾

　

患
対
策
懇
談
会
の
意
見
に
も
と
づ
き
、
毎
年

　

一
疾
患
ず
つ
対
象
疾
患
を
増
や
し
て
い
る
。

　

こ
れ
を
さ
ら
に
増
や
す
の
は
難
し
い
と
思
う

　

が
、
要
望
は
伝
え
る
。

三
、
長
期
療
養
施
設
の
早
期
実
現
と
、
そ
れ
に

　

向
け
て
の
委
員
会
の
発
足
（
こ
れ
に
は
、
関
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―
－
Ｌ
じ
年
度
の
身
障
審
答
巾
に
よ
り
、
交

　

付
対
象
を
拡
人
し
、
膀
胱
機
能
障
害
等
の
内

　

臓
障
害
忠
者
に
も
適
応
し
て
き
た
が
、
そ
の

　

後
は
あ
ま
り
拡
大
し
て
い
な
い
。
今
後
の
課

　

題
と
し
て
検
討
す
る
。

ヒ
、
在
宅
簾
養
忠
者
に
対
す
る
訪
川
診
簾
制
度
、

　

訪
問
介
護
制
度
Ｉ
、
医
療
・
福
祉
の
充
実
。

　

－
現
在
、
「
訪
問
石
護
と
在
宅
ヶ
ア
推
進
事

厚生省係官に真剣に訴える全難連代表

　

業
」
を
、
全
国
一
一
市
町
で
モ
デ
ル
事
業
と

　

し
て
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
老
人
保
健
事
業

　

の
一
環
だ
が
、
難
病
患
者
に
対
し
て
も
、
今

　

春
よ
り
保
険
診
療
報
酬
制
度
を
改
正
し
、
週

　

二
回
、
訪
問
診
療
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
し

　

た
。

八
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
器
等
、
重
度
障

　

害
を
持
つ
難
病
患
者
が
必
要
と
す
る
医
療
福

　

祉
機
器
の
供
給
貸
与
の
促
進
。

　

－
福
祉
機
器
等
の
開
発
に
力
を
入
れ
て
ゅ

　

く
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
器
に
つ
い
て

　

は
ま
だ
試
作
品
の
段
階
で
、
今
す
ぐ
日
常
生

　

活
川
具
等
の
対
象
に
す
る
の
は
難
し
い
が
、

　

前
向
き
に
取
り
組
む
。

九
、
困
窮
し
て
い
る
介
護
家
族
へ
の
救
済
措
置

　

を
講
ず
る
こ
と
↓
護
手
当
て
の
適
用
の

　

拡
大
と
増
額
－
。

　

～
特
別
障
害
者
手
当
て
の
給
付
等
を
改
善

　

し
て
ゆ
く
。

一
〇
、
社
会
及
び
医
療
・
保
健
・
福
祉
行
政
関

　

係
者
等
に
対
す
る
難
病
問
題
へ
の
啓
蒙
活
動

　

の
推
進
。

　

１
－
－
機
会
あ
る
ご
と
に
進
め
て
ゆ
く
。

　

以
上
、
満
足
の
ゆ
く
回
答
は
得
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
厚
生
省
が
前
向
き
に
取
り
組
も
う

と
し
て
い
る
姿
勢
は
一
応
評
価
し
て
よ
い
と
思

い
ま
す
。

　

各
要
望
事
項
が
一
日
も
早
く
実
現
さ
れ
る
よ

う
、
今
後
と
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ａ
事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ
Ｖ

　

新
体
制
の
発
足
に
伴
い
。
全
難
連
の
事
務

所
を
、
左
記
の
所
に
移
転
し
ま
し
た
。
今
後

の
ご
連
絡
、
お
問
い
合
わ
せ
は
新
事
務
所
の

方
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

事
務
所
は
、
Ｊ
Ｒ
線
巣
鴨
駅
か
ら
徒
歩
二

分
の
と
こ
ろ
で
す
。
近
く
ま
で
お
米
し
の
節

は
、
ど
う
ぞ
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

＝
新
住
所
＝

　

〒
1
7
0
東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
Ｔ
二
八
一
三

　
　
　
　

ク
ラ
イ
ン
ハ
ウ
ス
ニ
○
二
号

　
　
　
　

全
国
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

　
　
　
　

ａ
ｏ
三
－
九
四
七
－
六
一
九
九

　
　
　
　

郵
便
振
替

　

東
京
九
－
五
七
九
九
三

　
　
　
　

銀
行
口
座

　

富
士
銀
行
駒
込
支
店

　
　
　
　
　
　

普
通
口
座

　

四
七
五
九
一
〇

５－-
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畝jﾘttjﾂﾞで

難
病
者
が
協
力
し
あ
い
、

「
神
経
・
筋
難
病
を
考
え
る
集

い
」
開
く

　

去
る
七
月
一
七
日
、
愛
媛
県
松
山
市
の
身
障

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
「
神
経
・
筋
難
病
を
考
え

る
集
い
」
が
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
愛
媛
県
に
在
住
の
神
経
難
病
者
を
中

心
に
、
‐
頃
、
雌
病
に
片
し
む
人
た
ち
が
疾
患

の
枠
を
超
え
て
交
流
し
、
神
経
・
筋
難
病
に
対

す
る
理
解
を
社
会
に
訴
え
よ
う
と
、
関
係
疾
患

団
体
、
愛
媛
県
難
連
、
県
医
師
会
等
の
後
援
を

得
て
実
現
さ
れ
た
も
の
で
す
。
全
難
連
か
ら
も

岩
下
会
長
が
参
加
し
、
お
祝
い
の
挨
拶
を
述
べ

ま
し
た
。

　

難
病
に
対
す
る
社
会
の
理
解
は
、
多
年
に
わ

た
る
各
疾
患
団
体
、
地
域
難
病
連
の
地
道
な
努

力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
乏
し
い
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
特
に
神
経
難
病
の
場

合
は
、
そ
の
多
く
が
未
だ
に
原
因
不
明
で
治
療

法
も
な
い
こ
と
か
ら
、
奇
病
視
さ
れ
る
風
潮
が

根
強
く
、
忠
者
・
家
族
は
孤
独
な
闘
病
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
打
破
し
、
患
者
・
家
族
が

肩
身
の
狭
い
思
い
を
す
る
こ
と
な
く
、
堂
々
と

生
き
て
ゆ
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
「
難
病

に
も
っ
と
理
解
を
」
と
、
社
会
に
働
き
か
け
て

ゆ
く
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
、
今

回
四
国
地
区
の
難
病
者
が
共
に
立
ち
上
が
っ
た

の
は
、
ま
こ
と
に
意
義
深
い
こ
と
だ
と
申
せ
ま

す
。

　

当
日
、
会
場
は
重
症
筋
無
力
症
、
膠
原
病
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、
多
発

性
硬
化
症
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
、
筋
萎
縮
性
側

索
硬
化
症
、
筋
ジ
ス
そ
の
他
の
患
者
・
家
族
、

医
療
・
保
健
関
係
者
ら
三
〇
〇
名
近
い
出
席
者

で
埋
ま
り
ま
し
た
。
四
国
四
県
は
も
ち
ろ
ん
、

岡
山
、
広
島
。
福
岡
県
か
ら
も
、
集
い
が
開
か

れ
る
こ
と
を
知
っ
た
患
者
・
家
族
が
駆
け
つ
け

ま
し
た
。
そ
し
て
全
国
で
も
珍
し
い
、
疾
患
の

枠
を
超
え
た
大
集
会
が
、
三
時
間
に
わ
た
っ
て

開
か
れ
た
の
で
し
た
。

　

集
会
は
二
部
に
分
か
れ
、
第
一
部
で
は
在
宅

ヶ
ア
に
関
す
る
専
門
家
の
講
演
と
患
者
・
家
族

の
体
験
発
表
、
第
二
部
で
は
交
流
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
圧
巻
は
患
者
・
家
族
の
体
験
発
表
で
、

気
管
切
開
し
、
息
苦
し
さ
に
、
途
中
何
度
も
付

き
添
い
の
人
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
発
表
し

た
患
者
、
病
院
に
泊
り
込
み
で
夫
の
介
護
に
あ

た
る
家
族
ら
の
涙
な
が
ら
の
訴
え
に
、
会
場
は

熱
い
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

「
今
日
は
来
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」

　

「
ぜ
ひ
ま
た
集
ま
り
ま
し
よ
う
」

　

交
流
会
の
席
で
、
お
互
い
に
再
会
を
約
束
し

あ
う
患
者
・
家
族
の
顔
は
一
様
に
美
し
く
輝
い

て
い
ま
し
た
。

－６－
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新
日
本
友
の
会
か
ら

　

一
〇
〇
万
円
の
助
成
金

　

す
で
に
会
報
で
ご
存
じ
の
通
り
、
難
病
患
者

の
生
活
と
福
祉
に
関
す
る
調
査
研
究
が
、
昨
年

度
の
全
難
連
の
事
業
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
の
報
告
ｔ
‥
作
成
に
対
す
る
社
会
福

祉
法
人
・
新
日
本
友
の
会
（
中
原
い
と
理
事
長
）

か
ら
の
助
成
金
（
一
〇
〇
万
円
）
が
内
定
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
助
成
金
の
決
定
通
知
書

の
伝
違
式
が
、
去
る
斤
月
二
八
‐
、
東
京
・
千

代
剛
区
の
東
皿
燃
料
工
業
株
式
会
社
内
で
行
わ

れ
、
岩
下
会
長
が
出
席
し
受
領
し
ま
し
た
。
こ

こ
に
あ
ら
た
め
て
。
新
日
本
友
の
会
に
対
し
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
研
究
は
、
社
会
事
業
大
学
の
佐
藤

久
夫
先
生
と
同
大
学
の
学
生
に
よ
り
実
施
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
心
確
に
つ
か
め
な
か
っ
た
難
病
忠
者

の
実
態
を
経
済
的
側
面
か
ら
調
査
し
た
も
の
で
、

す
で
に
各
方
面
で
読
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
報
告
書
は
ま
だ
在
庫
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

在
宅
訪
問
診
療
、
週
二
回
に

　

こ
の
春
、
社
会
保
険
医
療
協
議
会
（
厚
生
大

臣
の
諮
問
機
関
）
の
答
中
に
も
と
づ
き
、
診
療

報
酬
保
険
点
数
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
定
の
骨
子
は
①
長
期
入
院
の
是
正
、
②
在

宅
医
簾
の
推
進
、
③
検
査
の
迪
■
-
ｑ
化
、
④
高
皮

先
進
医
簾
の
保
険
適
用
な
ど
が
中
心
で
、
大
学

病
院
の
紹
介
外
来
制
の
制
度
化
、
患
者
の
自
己

負
担
に
よ
る
″
追
加
給
食
”
や
、
差
額
ベ
ッ
ド

規
制
の
緩
和
－
－
差
額
ベ
ッ
ド
を
増
や
す
Ｉ

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
改
定
に
よ
り
、
「
在
宅
心
者
訪
問

診
療
料
」
「
在
宅
患
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
」
が

新
設
さ
れ
、
週
二
回
の
訪
問
診
療
が
保
険
で
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
週
二
回
と
は

い
え
、
訪
問
診
療
が
制
度
化
さ
れ
た
こ
と
は
、

在
宅
簾
養
忠
者
に
と
っ
て
一
つ
の
朗
報
と
い
え

　

一
方
、
長
期
入
院
患
者
に
対
し
て
は
、
入
院

が
長
び
く
ほ
ど
保
険
点
数
を
減
ら
し
、
早
期
退

院
を
促
す
方
針
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
長
期
入
院
を
要
す
る
忠
者
さ
ん
は
、

ま
す
ま
す
人
院
が
魁
し
く
な
る
恐
れ
が
な
い
と

も
い
え
ま
せ
ん
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
、
強
く

国
・
自
治
体
に
働
き
か
け
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

医
療
法
改
正
へ
着
手

　

厚
生
省
は
「
質
の
よ
い
医
療
の
効
率
的
供
給
」

を
め
ざ
し
、
六
五
年
を
め
ど
に
。
医
療
法
を
改

正
す
べ
く
検
討
作
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

主
な
検
討
課
題
は
、
①
病
院
と
診
簾
所
の
在

り
方
を
兄
直
す
、
②
寝
た
き
り
老
人
な
ど
、
長

期
入
院
心
者
を
扱
う
「
慢
性
病
院
」
と
一
般
病

院
を
区
分
し
て
、
機
能
分
担
を
は
か
る
、
③
医

師
や
看
護
婦
ら
、
職
員
の
配
置
基
準
を
医
療
機

関
別
に
定
め
る
、
④
老
人
保
健
施
設
な
ど
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
医
療
機
関
の
中
間
的
な

施
設
の
位
置
づ
け
、
⑤
診
療
科
目
の
表
示
や
医

療
広
告
の
あ
り
方
な
ど
で
、
医
療
制
度
の
抜
本

的
改
革
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

「
質
の
よ
い
医
療
」
の
「
効
率
的
供
給
」
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。
よ
く
わ
か
り
か
ね
ま
す
が
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
医
療
法
の
改
正
が
私
た
ち

難
病
忠
者
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
重
大
な
関
心
を
も
っ

て
見
守
っ
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

－７－
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第
一
東
京
弁
護
士
会
、

　

難
病
問
題
に
取
り
組
む

　

第
一
東
京
弁
護
土
会
人
権
擁
護
委
員
会
（
鈴

木
七
郎
委
員
長
）
は
、
本
年
度
事
業
の
一
つ
と

し
て
、
難
病
を
人
権
の
側
面
か
ら
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
同
会
が
昨
年
度
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
（
筋
萎
縮

性
側
索
硬
化
症
）
の
こ
と
を
冊
子
に
ま
と
め
、

大
き
な
反
響
を
呼
び
起
こ
さ
れ
た
の
に
続
い
て
、

今
年
は
さ
ら
に
間
口
を
広
げ
、
難
病
、
特
に
神

経
難
病
に
つ
い
て
調
査
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

来
年
春
に
は
、
そ
の
結
果
を
冊
子
に
ま
と
め
ら

れ
る
予
定
で
す
。

　

折
し
も
、
厚
生
省
で
は
医
療
法
の
改
定
作
業

を
進
め
つ
つ
あ
る
時
期
で
も
あ
り
、
同
弁
護
土

会
の
調
査
報
告
に
大
い
に
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　　　　　　　

＜全難連加盟団体一覧＞

全国筋無力症友の会

　

〒170東京都豊鳥区巣鴨1－11－2陽光ハイツ502号

　

豊0 3 (9 4 7) 2 12 8

全国膠原病友の会

　

〒158東京都世田谷区

　

昔

全国腎臓病患者連絡協議会

　

〒161東京都新宿区下落合3－15－29

　

田沼ビル

　

aO3 (9 52) 5340

ベーチェット病友の会

　

〒173束京都板橋区加賀2－11－l

　

帝京大学医学部内

　

so 3 (9 6 4) 3 3 15

小人症連絡会

　

〒336埼玉県浦和市

　

ａ

全国多発性硬化症友の会

　

〒113東京都文京区

　

萱

日本ＡＬＳ協会

　

〒162東京都新宿区新小川町９－１０－７０１

　

so 3 (2 67) 6942

全国難病団体連絡協議会

　

〒170東京都豊鳥区巣鴨I－28－3クラインハウス202号

　

き0 3 (9 4 7) 6 19 9

昭
和
五
十
一
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
（
毎
週
三
回
月
曜
・
水
曜
・
金
曜
発
行
）

　

発
行
人

昭
和
六
十
三
年
九
月
十
四
日
発
行

　

Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
通
巻
一
八
五
三
号

四
ご
寄
付
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
四

東
京
都

神
奈
川
県

長
野
県

石
川
県

1
1
1
1
1
1
1

編

菊
地

　

浄
様

青
井
孝
夫
様

山
路
和
彦
様

佐
伯
嘉
昭
様

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1集

　
　

五
〇
〇
〇
円

一
〇
〇
〇
〇
〇
円

　
　

五
〇
〇
〇
円

　
　

一
〇
〇
〇
円

後

記

○
全
難
連
会
報
を
お
届
け
し
ま
す
。
新
体
制
の

　

発
足
を
機
に
、
題
字
を
改
め
、
文
字
も
大
き

　

く
し
て
読
み
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
て
み
ま

　

し
た
。
内
容
、
紙
面
構
成
等
、
お
気
づ
き
の

　

点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
聞
か
せ
い
た
だ

　

け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

〇
岩
下
仝
長
の
も
と
、
全
難
巡
が
新
た
に
ス
タ

　

ー
ト
し
ま
し
た
。
会
長
挨
拶
に
も
あ
り
ま
す

　

よ
う
に
、
加
盟
団
体
全
員
で
力
を
合
わ
せ
、

　

難
病
患
者
の
た
め
、
医
療
と
福
祉
の
向
上
を

　

め
ざ
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
「
開
か
れ
た
全
難
連
」
が
新
生
全
難
連
の
モ

　

ッ
ト
ー
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
難
病
患
者
団
体
が
、

　

立
場
の
違
い
を
超
え
、
共
に
歩
む
日
の
来
る

　

こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

東
京
都
世
田
谷
区
砧
六
－
二
六
上
一
一

　

定
価
一
五
〇
円

－８－
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